
二
七

廣
瀬
淡
窓
の
詩
論
に
お
け
る
「
精
思
研
窮
」
の
意
味 

― 

君
子
修
養
の
た
め
の
漢
詩
教
育

白　

石　

真　

子

は
じ
め
に

廣
瀬
淡
窓
（
一
七
八
二
―
一
八
五
六
）
は
、
豊
後
国
日
田
・
咸
宜
園
を
開
塾
し

た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
淡
窓
は
咸
宜
園
に
お
い
て
、『
詩
』『
書
』
を
は
じ
め
、

四
書
、
諸
子
百
家
、
歴
史
書
な
ど
様
々
な
分
野
の
も
の
を
教
科
書
と
し
た
が
、
そ

こ
に
、『
唐
詩
選
』
や
、
淡
窓
の
詩
集
で
あ
る
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
な
ど
を
教
材
と

す
る
漢
詩
教
育
を
設
け
た１
。
門
人
た
ち
と
詩
会
を
開
き
、
詩
作
を
行
い
、
果
て
は
、

門
人
た
ち
の
詩
を
『
宜
園
百
家
詩
』
と
し
て
ま
と
め
た
こ
と
は
、
詩
を
「
書
く
」

こ
と
が
咸
宜
園
の
教
育
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
私
自
身
の
問
題
意
識
は
、
若
者
た
ち
に
漢
詩
教
育
を
施
す
こ
と
に
、
淡
窓

が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
な

ら
ば
、
淡
窓
に
お
け
る
漢
詩
教
育
の
意
味
が
、
先
行
す
る
世
代
（
た
と
え
ば
古
文

辞
学
派
）
の
そ
れ
と
ど
う
異
な
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る2
。

淡
窓
に
は
、『
淡
窓
詩
話
』
上
下
巻
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
淡
窓
の
後
継
者
の

一
人
・
青
邨
が3
、
明
治
期
に
な
っ
て
、
淡
窓
の
生
前
の
詩
論
（
主
に
『
夜
雨
寮
筆

記
』『
醒
齋
語
録
』
が
出
典
と
み
ら
れ
る
が
、
出
典
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
見

え
る
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
淡
窓
詩
話
』
は
も
と
よ
り
、

広
く
淡
窓
の
著
作
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
先
ず
は
、
そ
の
教
育
の
基
盤
と
な
る
淡

窓
の
詩
論
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い4
。

但
だ
、
注
意
し
た
い
の
は
、
淡
窓
の
著
作
の
扱
い
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
淡

窓
は
折
に
触
れ
て
自
著
を
顧
み
て
お
り
、
そ
の
際
、
自
己
の
思
考
の
変
化
に
敏
感

か
つ
自
覚
的
で
あ
る
た
め
だ
。

た
と
え
ば
、
淡
窓
に
は
、「
論
詩　

贈
小
関
長
卿
中
島
子
玉5
」
と
い
う
五
言
古

詩
が
あ
る
。
こ
の
詩
中
、
淡
窓
は
、「
歌
詩
写
情
性
」（
詩
は
人
の
情
性
を
表
現
す

る
も
の
で
あ
る
）
と
い
う
考
え
の
も
と
、
江
戸
に
お
け
る
「
詩
」
の
変
遷
を
振
り

返
り
、
様
々
な
弊
害
を
列
挙
し
た
う
え
で
、「
誰
明
六
義
要　

以
起
一
時
衰
」（
誰

が
詩
の
原
点
で
あ
る
六
義
の
大
切
さ
を
明
ら
か
に
し
、
詩
の
救
世
主
と
な
る
だ
ろ

う
か
）
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
自
身
が
そ
の
役
割
を
担
う
と
表

明
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
論
か
ら
二
〇
余
年
後
、
門
人
が
こ
の
点
に
つ
い
て
質

問
し
た
際
に
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

問　

先
生
詩
論
詩
ノ
結
末
ニ
、「
誰
明
六
義
要　

以
起
一
時
衰
」
ト
ア
リ
。

如
何
ナ
ル
処
ヲ
以
テ
、
今
時
ノ
衰
ヲ
起
シ
玉
フ
ヤ
。

予
カ
詩
ヲ
論
ス
ル
ノ
詩
ハ
、
二
十
年
前
ノ
作
ナ
リ
。
此
時
壮
年
ノ
客
気
未
ダ

除
カ
ズ
、
一
家
ノ
説
ヲ
唱
ヘ
テ
、
当
世
ノ
弊
風
ヲ
矯
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
ア
リ
。

関
・
島
二
子
ニ
モ
、其
ノ
旨
ヲ
喩
セ
リ
。
故
ニ
一
時
ノ
衰
ヲ
起
ス
ノ
言
ア
リ
。

今
ハ
其
念
断
テ
ナ
シ
。（『
淡
窓
詩
話
』
上6
）

淡
窓
は
当
時
、
詩
壇
を
担
っ
て
い
く
と
息
巻
い
て
い
た
自
分
を
振
り
返
り
、
今
は

そ
の
よ
う
な
は
や
る
気
持
ち
は
な
い
と
い
う
。

あ
る
い
は
詩
作
に
お
い
て
も
自
ら
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。
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二
八

遠
思
楼
前
編
ハ
後
編
ノ
渾
成
自
然
ナ
ル
ニ
如
カ
ズ
。
後
篇マ
マ

ハ
前
編
ノ
巧
緻
精

密
ナ
ル
ニ
如
カ
ズ
。（『
淡
窓
詩
話
』
下7
）

『
遠
思
楼
詩
鈔
』前
編
は
、細
部
に
ま
で
緻
密
な
表
現
が
あ
っ
て
後
編
よ
り
も
よ
く
、

後
編
は
、
お
お
ら
か
さ
が
あ
っ
て
前
編
よ
り
も
よ
い
と
、
自
作
の
詩
を
自
ら
そ
う

評
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
淡
窓
が
自
ら
の
作
風
の
変
化
を
認
識
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
岡
村
繁
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
淡
窓
の
詩
風
は
、
ほ
ぼ
五

十
歳
過
ぎ
を
境
界
と
し
て
、
巧
緻
精
密
な
詩
風
か
ら
渾
成
自
然
な
詩
風
へ
と
変
質

し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
老
熟
の
境
に
入
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
私

の
見
る
と
こ
ろ
、
読
む
人
の
心
を
打
つ
彼
の
秀
作
は
、
む
し
ろ
初
編
の
方
に
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る8
」
と
い
う
。
読
者
と
し
て
は
（
秀
作
か
否
か
は
置
く

と
し
て
も
）、
淡
窓
の
言
葉
と
お
り
に
、
五
〇
歳
前
後
で
の
変
化
が
実
際
に
感
じ

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

従
っ
て
、
淡
窓
の
詩
論
を
検
討
す
る
う
え
は
、
そ
の
時
点
で
は
そ
う
で
あ
っ
て

も
、
一
所
に
常
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
視
点
を
も
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

一
．　

淡
窓
「
詩
論
」
の
形
成
と
背
景

１　

江
戸
詩
壇
の
変
遷
と
淡
窓
の
「
詩
論
」

江
戸
詩
壇
に
影
響
を
与
え
た
、
明
清
の
代
表
的
詩
論
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
挙

げ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る9
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ　

格
調
説
（
李
攀
龍
一
五
一
四
―
一
五
七
〇

　
　
　
　
　
　

王
世
貞
一
五
二
六
―
一
五
四
〇
）

Ｂ　

性
霊
説
（
袁
宏
道
一
五
六
八
―
一
六
一
〇
）

Ｃ　

神
韻
説
（
王
士
楨
一
六
三
四
―
一
七
一
一
）

Ｄ　

性
霊
的
性
情
説
（
袁
枚
一
七
一
六
―
一
七
九
七
）

淡
窓
は
、
自
身
の
詩
の
学
び
の
変
遷
を
『
懐
旧
楼
筆
記
』
に
記
し
て
い
る10
。
そ

こ
に
は
、
淡
窓
が
当
初
、
明
代
古
文
辞
派
（
殊
に
李
攀
龍
）
を
祖
と
し
、
そ
れ
を

受
容
し
た
徂
徠
学
派
の
「
詩
論
」
を
手
本
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、『
唐

詩
選
』
の
み
を
読
む
こ
と
が
十
五
歳
ま
で
続
い
た
と
い
う
。
李
白
、
杜
甫
、
王
維
、

孟
浩
然
ら
古
文
辞
学
派
が
推
奨
す
る
詩
人
の
詩
で
あ
っ
て
も
、『
唐
詩
選
』
不
掲

載
の
も
の
は
読
ま
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
徹
底
し
て
い
る
。
一
五
歳

の
冬
、
宇
都
宮
由
的
（
遯
庵
）
が
注
釈
を
つ
け
た
『
杜
律
標
註
』
を
手
に
取
り
、

杜
甫
の
詩
の
味
わ
い
を
知
っ
た
と
い
う
。
筑
前
・
亀
井
塾
の
門
を
叩
い
た
の
も
こ

の
頃
（
十
六
歳
）
で
あ
る
。
淡
窓
は
、
大
病
で
退
塾
帰
郷
す
る
十
九
歳
ま
で
亀
井

南
溟
・
昭
陽
父
子
に
師
事
し
た
が
、
そ
の
詩
風
は
「
享
保
諸
家
ト
大
同
小
異
」、

つ
ま
り
、「
格
調
説
」
を
重
ん
じ
る
徂
徠
学
派
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
、

淡
窓
と
同
門
の
者
た
ち
も
ま
た
、「
時
ニ
古
処
大
年
ハ
青
蓮
ヲ
学
ビ
、
雲
来
ハ
子

美
ヲ
学
フ
ト
云
ヘ
リ11
」
と
あ
り
、
亀
門
に
お
い
て
は
広
く
李
白
（
青
蓮
）
と
杜
甫

（
子
美
）
が
中
心
に
読
ま
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
淡
窓
の
「
詩
」
の
論
理
は
こ
う

し
て
「
格
調
説
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
淡
窓
は
徐
々
に
多
様
な
「
詩
」
の
存
在
に
気
づ
く
。
淡
窓
十
八
歳
の

冬
、『
唐
宋
詩
醇
』
を
目
に
す
る
。

予
是
ニ
於
テ
、
恍
然
ト
シ
テ
、
始
テ
詩
道
ノ
広
大
ナ
ル
コ
ト
、
明
ト
盛
唐
ト

ノ
外
ニ
、
中
晩
ア
リ
。
中
晩
ノ
外
ニ
宋
ア
リ
。
皆
捨
ツ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
非
ル
コ

ト
ヲ
悟
レ
リ
。
其
時
蘇
陸
二
家
ノ
詩
ヲ
読
ミ
テ
、已
ニ
其
味
ヒ
ヲ
愛
シ
タ
リ
。

…
其
後
二
十
二
歳
ノ
時
ニ
至
リ
、
予
モ
又
詩
醇
ヲ
得
テ
、
之
レ
ヲ
熟
読
シ
、

作
ル
所
ノ
詩
モ
、
又
随
ツ
テ
一
変
セ
リ
。（『
懐
旧
楼
筆
記
』12）

『
唐
宋
詩
醇
』
は
李
白
、
杜
甫
、
白
居
易
、
韓
愈
、
蘇
軾
、
陸
游
ら
六
人
の
詩
二
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二
九

は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
太
田
の
指
摘
以
降
、
淡
窓
の
詩
論
は
「
神
韻
説
」
と
目

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る17
。

ち
な
み
に
、「
神
韻
説
」
の
「
神
韻
」
と
は
、趣
が
よ
い
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
提
唱
者
で
あ
る
王
士
楨
（
一
六
三
四
―
一
七
一
一
）
は
「
神
韻
」
と
い
う
言

葉
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

汾
陽
の
孔
文
谷
云
ふ
、「
詩
以
て
性
を
達
す
。
然
る
に
須
か
ら
く
清
遠
尚
し

と
為
す
べ
し
」
と
。
薛
西
原　

詩
を
論
ず
る
に
、
独
り
謝
康
楽
・
王
摩
詰
・

孟
浩
然
・
韋
応
物
を
取
る
の
み
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、「〈
白
雲
抱
幽
石
、
緑
篠

媚
清
漣
〉
は
、
清
な
り
。〈
表
霊
物
莫
賞
、
蘊
真
誰
為
伝
〉
は
、
遠
な
り
。

何
ぞ
必
ず
し
も
絲
と
竹
と
、
山
水
に
の
み
清
音
有
ら
ん
や
。〈
景
昃
鳴
禽
集
、

水
木
湛
清
華
〉
は
、
清
遠　

之
を
兼
ぬ
る
な
り
。
総
て
其
の
妙　

神
韻
に
在

り
」。
神
韻
の
二
字
、
予　

向
き
に
詩
を
論
ず
る
に
、
首
め
学
人
の
為
に
拈

出
す
。
此
れ
よ
り
先
見
を
知
ら
ず
。（『
池
北
偶
談
』
巻
十
八18
）

孔
天
胤
（
嘉
靖
一
一
年
の
進
士
）、
薛
蕙
（
正
徳
九
年
の
進
士
）
は
と
も
に
王
士

楨
よ
り
百
年
程
前
の
人
で
あ
る
。
王
士
楨
は
、自
ら
の
「
詩
論
」
を
総
括
し
て
「
神

韻
」
と
い
う
言
葉
を
拈
出
し
た
が
、
既
に
自
分
と
同
じ
意
図
で
使
用
さ
れ
た
言
葉

で
あ
っ
た
と
い
う
。
奇
し
く
も
、
王
士
楨
が
唱
え
た
「
神
韻
説
」
は
、
清
遠
の
趣

（
き
よ
ら
か
で
ゆ
っ
た
り
し
た
趣
）
を
重
ん
じ
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
謝
霊
運
、

王
維
、
孟
浩
然
、
韋
応
物
も
ま
た
王
士
楨
の
よ
し
と
す
る
詩
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

淡
窓
も
ま
た
そ
の
趣
を
よ
し
と
し
、
様
々
な
詩
を
評
す
る
中
で
「
神
韻
説
」
の

術
語
を
用
い
て
い
る
（
後
述
）。
一
方
、
淡
窓
に
は
「
神
韻
派
」
で
あ
る
と
自
任

す
る
発
言
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
果
し
て
、
太
田
青
丘
の
い
う
「
神
韻
派
の
亜
流

が
と
も
す
れ
ば
平
淡
に
陥
り
易
き
弊
を
警
戒
す
る
が
為
」
で
あ
ろ
う
か
。
淡
窓
の

詩
論
を
理
解
す
る
う
え
で
、
こ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
以

下
で
検
討
し
て
行
き
た
い
。

千
余
篇
が
と
ら
れ
た
清
代
（
乾
隆
一
五
・
一
七
五
〇
年
）
成
立
の
詩
集
で
、
淡
窓

に
と
っ
て
は
開
眼
の
書
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
後
、盛
唐
詩
の
み
な
ら
ず
、宋
、明
、

清
に
ま
で
読
「
詩
」
の
対
象
が
広
が
っ
て
行
く
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
考
え
に
至

る
の
で
あ
る13
。

抑
〻
正
徳
・
享
保
ノ
詩
ハ
、
格
調
ア
リ
テ
性
情
ナ
ク
、
天
明
以
後
ノ
詩
ハ
、

性
情
ヲ
主
ト
シ
テ
格
調
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ズ
。
是
レ
皆
一
偏
ニ
シ
テ
、
中
ヲ

得
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
予
ガ
好
ム
所
ハ
、
性
情
ヲ
主
ト
シ
テ
、
格
調
ヲ
廃
セ
ズ
。

二
ツ
ノ
モ
ノ
ノ
中
ヲ
取
ル
ナ
リ
。（『
淡
窓
詩
話
』
上14
）

一
八
世
紀
、
徂
徠
学
派
を
中
心
と
し
た
「
格
調
説
」、
そ
の
流
れ
に
反
発
し
て
起

こ
っ
た
一
九
世
紀
前
半
の
「
性
霊
説
」
へ
の
移
行
を
見
定
め15
、自
分
は
、「
性
霊
説
」

を
主
と
し
な
が
ら
も
、「
格
調
説
」
を
廃
す
る
も
の
で
も
な
い
と
、
折
衷
の
考
え

を
提
示
す
る
。

一
般
に
淡
窓
は
「
神
韻
説
」
と
評
さ
れ
て
き
た
。「
性
情
」
を
主
と
し
、
さ
ら

に
「
格
調
」
も
求
め
る
と
い
う
双
方
を
折
衷
し
た
在
り
方
、
及
び
、
淡
窓
の
「
詩

論
」に
見
え
る
「
風
神
」「
風
趣
」「
気
韻
」な
ど
の
術
語
や
内
容
か
ら
す
れ
ば
、「
神

韻
説
」
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
と
み
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

嘗
て
太
田
青
丘
が
こ
う
述
べ
て
い
る
。

彼
の
傾
向
は
明
か
で
あ
つ
て
、
之
を
大
体
神
韻
派
と
見
做
す
こ
と
も
許
さ
れ

よ
う
。
…
彼
が
特
に
陶
王
孟
韋
柳
の
五
家
を
標
榜
し
、
神
韻
詩
家
を
以
て
任

じ
な
か
つ
た
の
も
、
既
に
清
の
翁
方
綱
・
袁
枚
等
も
指
摘
し
て
ゐ
る
如
く
、

神
韻
派
の
亜
流
が
と
も
す
れ
ば
平
淡
に
陥
り
易
き
弊
を
警
戒
す
る
が
為
で
は

な
か
ら
う
か16
。

太
田
の
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、
淡
窓
が
「
神
韻
派
」
で
あ
る
と
自
任
す
る
記
述
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三
〇

２　
「
詩
の
要
訣
」　

淡
窓
は
「
詩
の
要
訣
」
と
い
う
言
葉
で
、
自
ら
が
考
え
る
詩
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
ず
は
整
理
し
て
お
こ
う
。

南
肥
沢
村
の
九
門　

来
り
て
詩
訣
を
問
ふ
。
大
人　

詩
を
以
て
之
に
答
へ
て

曰
は
く

彫
繢　

争
ひ
て
裁
つ　

繊
巧
の
詞　

東
方
の
詩
の
教
へ　

久
し
く
陵
遅
た
り

君　

唯
だ　

真
の
情
性
を
失
う
こ
と
勿
か
れ　

両
宋
三
唐
の
之
く
所
に
任
ず
る
の
み

（『
六
橋
記
聞
』
巻
七19
）

「
南
肥
沢
村
九
門
」
が
誰
で
あ
る
か
確
定
で
き
な
い
が
、
熊
本
藩
家
老
・
沢
村
家

の
誰
か
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か20
。
こ
の
人
物
が
、淡
窓
に
「
詩
の
要
訣
」
を
問
い
、

淡
窓
は
七
言
絶
句
で
答
え
た
。「
詩
を
書
く
た
め
に　

先
を
争
っ
て
繊
細
で
巧
み

な
詩
詞
を
選
定
す
る
。
日
本
の
詩
の
教
え
は　

長
い
間
に
徐
々
に
衰
え
て
き
て
い

る
。
君
は　

詩
に
思
い
を
込
め
れ
ば
い
い
の
だ
。
北
宋
・
南
宋
、
盛
唐
・
中
唐
・

晩
唐
の
詩
に
あ
る
境
地
を
目
指
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。
転
句
「
君
唯
勿
失
真

情
性
」。
こ
れ
は
淡
窓
が
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
神
韻
説
の
提
唱

す
る
「
詩
以
達
性
」
に
同
じ
だ
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
「
三
唐
」
を
「
盛
唐
・
中

唐
・
晩
唐
」
と
解
し
た
の
は
、『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
八
に
拠
る21
。

も
う
少
し
詳
細
に
見
て
み
よ
う
。

秦
韶
問
、
先
年
人
ア
リ
、
先
生
ニ
問
フ
ニ
、
詩
ノ
要
訣
ヲ
以
テ
ス
。
先
生
自

ラ
書
シ
テ
与
ヘ
玉
ヒ
シ
語
ア
リ
。「
詩
無
唐
宋
明
清
、
而
有
巧
拙
雅
俗
。
巧

拙
因
用
意
之
精
粗
、
雅
俗
係
著
眼
之
高
卑
」
ト
。
小
子
未
タ
此
語
ノ
旨
ニ
通

セ
ス
。
願
ハ
ク
ハ
此
レ
ヲ
詳
ニ
シ
玉
ヘ
。

答
テ
曰
、
世
人
詩
ヲ
作
ル
ニ
、
多
ク
ハ
唐
宋
ヲ
区
別
シ
、
党
ヲ
分
チ
テ
相
攻

ム
。
此
レ
明
季
門
戸
ヲ
別
ツ
ノ
悪
習
ナ
リ
。
四
代
ノ
詩
同
シ
カ
ラ
ス
ト
雖
モ
、

各
其
佳
境
ア
リ
。
何
レ
ニ
テ
モ
己
カ
好
ム
所
ニ
随
ヒ
テ
可
ナ
リ
。
故
ニ
四
代

差
別
ナ
キ
ニ
ハ
非
レ
ト
モ
、
可
否
ヲ
取
捨
ス
ル
ニ
ハ
及
ハ
ス
。
是
ヲ
以
テ
、

「
無
唐
宋
明
清
」
ト
云
ヘ
リ
。
扨
時
代
ノ
差
別
ハ
セ
サ
レ
ト
モ
、
巧
拙
雅
俗

ノ
差
別
ハ
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
拙
ハ
巧
ニ
及
ハ
ス
、
俗
ハ
雅
ニ
及
ハ
ス
。
故

ニ
「
有
巧
拙
雅
俗
」ト
云
ヘ
リ
。
サ
テ
拙
ヲ
去
ツ
テ
巧
ニ
就
カ
ン
ト
思
ハ
ヽ
、

意
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
精
シ
ク
ス
ヘ
シ
。
其
拙
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
意
ヲ
用
フ
ル
コ
ト

粗
ナ
レ
ハ
ナ
リ
。
故
ニ
「
巧
拙
因
用
意
精
粗
」
ト
云
ヘ
リ
。
俗
ヲ
去
ツ
テ
雅

ニ
就
カ
ン
ト
思
ハ
ヽ
、
眼
ヲ
著
ク
ル
コ
ト
ヲ
高
ク
ス
ヘ
シ
。
其
俗
ナ
ル
モ
ノ

ハ
、
眼
ヲ
著
ク
ル
コ
ト
卑
ケ
レ
ハ
ナ
リ
。
故
ニ
「
雅
俗
係
著
眼
高
卑
」
ト
云

ヘ
リ
。
四
句
ノ
大
意
、
意
ヲ
精
シ
ク
用
ヒ
テ
、
眼
ヲ
高
キ
ニ
著
ク
ヘ
シ
ト
云

フ
コ
ト
ナ
リ
。
意
ノ
用
ヒ
方
ヲ
精
シ
ク
ス
ル
コ
ト
、
推
敲
鍛
錬
ニ
在
リ
。
…

眼
ヲ
著
ル
コ
ト
ヲ
高
ク
セ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
、
古
詩
ヲ
熟
読
シ
テ
、
之
ヲ
品
目
ス

ル
ニ
ア
リ
。
コ
レ
ハ
悟
境
ニ
テ
、
言
ヲ
以
テ
尽
ス
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
古
人

詩
ヲ
品
ス
ル
ノ
一
隅
ヲ
挙
ケ
テ
、
コ
レ
ヲ
示
ス
ヘ
シ
。（『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻

四
、『
淡
窓
詩
話
』
上22
〜
以
下
「
引
用
Ａ
」
と
略
す
）

門
人
・
秦
韶
は
、
嘗
て
淡
窓
が
書
い
た
「
詩
の
要
訣
」
の
意
味
を
問
う
た
。
そ
の

要
訣
と
は
、「
詩
に
は
時
代
の
別
は
な
く
、
巧
拙
、
雅
俗
が
あ
る
だ
け
だ
。
上
手

い
下
手
は
、
心
を
き
ち
ん
と
用
い
て
い
る
か
否
か
に
よ
り
、
雅
か
俗
か
は
、
着
眼

点
が
高
い
か
低
い
か
に
よ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

淡
窓
は
問
い
に
答
え
て
、
先
ず
、
ど
の
時
代
の
詩
が
よ
い
か
で
は
く
、
自
分
が

善
い
と
思
う
こ
と
に
従
う
べ
き
と
す
る
。
た
だ
し
そ
の
善
し
悪
し
は
偏
に
「
巧
拙
」

と
「
雅
俗
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
勿
論
、
善
い
詩
に
は
「
巧
」
と
「
雅
」
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
、「
巧
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
心
を
繊
細
に
用
い
る
必
要
が
あ
り
、
こ
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三
一

れ
は
「
推
敲
鍛
錬
」
に
よ
っ
て
培
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
他
方
、「
俗
」
を
去

り
「
雅
」に
達
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、詩
を
見
る
目
が
高
く
な
く
て
は
な
ら
ず
、「
古

詩
を
熟
読
」
し
、
論
評
、
格
付
け
な
ど
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
「
雅
」

に
達
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
淡
窓
は
、
詩
の
善
し
悪
し
を
左
右
す
る

こ
と
と
な
る
「
巧
拙
」「
雅
俗
」
の
う
ち
、「
巧
」
は
、詩
を
「
書
く
」
こ
と
に
よ
っ

て
培
わ
れ
、
他
方
、「
雅
」
は
、
詩
を
「
読
む
」
こ
と
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
こ
と
は
、門
人
・
中
川
玄
佳
が
作
詩
に
つ
い
て
質
問
し
た
中
に
も
見
え
る
。

予
嘗
テ
曰
、「
詩
無
唐
宋
明
清
、
而
有
巧
拙
雅
俗
。
巧
拙
因
用
意
之
精
粗
、

雅
俗
係
著
眼
之
高
卑
」
ト
。
予
ガ
詩
ヲ
論
ス
ル
、
此
外
ニ
在
ル
コ
ト
ナ
リ
。

故
ニ
詩
ヲ
学
ブ
者
ハ
、
務
メ
テ
其
才
識
ヲ
養
フ
ベ
シ
。
才
ヲ
養
フ
ハ
、
推
敲

鍛
錬
ニ
在
リ
、
識
ヲ
養
フ
ハ
、
古
人
ノ
詩
ヲ
熟
読
ス
ル
ニ
在
リ
。
前
論
述
セ

シ
ガ
如
シ
。
後
世
詩
ヲ
読
ム
者
、
務
メ
テ
古
人
ノ
佳
語
ヲ
剽
掠
シ
テ
、
己
ガ

有
ト
セ
ン
ト
ノ
ミ
思
ヘ
リ
。
明
・
清
、
輓
近
ノ
詩
ヲ
読
ム
ニ
ハ
、
其
通
ノ
心

得
ニ
テ
モ
心
苦
シ
カ
ラ
ズ
。
宋
以
前
ノ
詩
ヲ
読
ム
ニ
ハ
、
初
ヨ
リ
其
通
ノ
心

得
ニ
テ
ハ
益
ナ
シ
。
只
何
ト
ナ
ク
熟
読
シ
テ
、
其
風
味
ヲ
知
ル
ニ
如
ク
ハ
ナ

シ
。
漢
魏
ノ
高
古
ナ
ル
、
六
朝
ノ
精
麗
ナ
ル
、
唐
人
ノ
温
ニ
シ
テ
腴
ナ
ル
、

宋
人
ノ
冷
ニ
シ
テ
痩
タ
ル
、
其
他
太
白
ガ
飄
逸
、
子
美
ガ
沈
鬱
、
王
・
孟
・

韋
・
柳
ガ
清
微
淡
遠
ノ
類
、
何
レ
モ
能
ク
味
ヒ
テ
、
其
差
別
ヲ
知
ル
ベ
シ
。

如
此
ナ
レ
バ
、
古
人
ノ
風
神
気
韻
、
自
然
ト
我
心
ニ
移
リ
、
其
語
ヲ
出
ス
コ

ト
、
高
雅
ニ
シ
テ
、
俗
趣
ニ
堕
チ
ズ
。
是
レ
見
識
ヲ
養
フ
ノ
道
ナ
リ
。
今
ノ

人
詩
ヲ
作
ル
ニ
急
ニ
シ
テ
、
詩
ヲ
読
ム
ニ
遑
ア
ラ
ズ
。
故
ニ
才
余
リ
ア
リ
テ

モ
、
識
足
ラ
ズ
。
古
人
ニ
及
バ
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。（『
淡
窓
詩
話
』
下23
〜
以
下

「
引
用
Ｂ
」
と
略
す
）

淡
窓
は
こ
こ
で
も
「
引
用
Ａ
」
同
様
に
、
嘗
て
自
ら
が
発
し
た
「
詩
無
唐
宋
明
清

…
」
と
い
う
詩
論
を
取
り
上
げ
た
う
え
で
、「
推
敲
鍛
錬
」、「
古
人
ノ
詩
ヲ
熟
読
」

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
繰
り
返
す
が
、「
引
用
Ｂ
」
は
、「
引
用
Ａ
」
と
併
せ
読
む

こ
と
で
、
更
な
る
深
意
が
了
解
さ
れ
る24
。
す
な
わ
ち
、「
才
」
を
養
う
に
は
、「
巧

拙
」
を
担
っ
て
い
る
「
推
敲
鍛
錬
」
に
励
む
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
が
、
詩
を
「
書

く
」
た
め
の
極
意
と
な
る
。
他
方
、「
識
」（
見
識
）
を
養
う
に
は
、「
雅
俗
」
を

判
断
す
る
た
め
に
必
須
の
、
古
人
の
詩
を
「
熟
読
」
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
と

い
う
主
張
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、「
引
用
Ｂ
」
に
お
い
て
淡
窓
は
、
今
人
が
詩
を
「
書
く
」
こ

と
に
性
急
過
ぎ
、
詩
を
「
読
む
」
こ
と
、
つ
ま
り
は
「
見
識
」
が
足
り
な
い
こ
と
、

そ
し
て
、
古
人
に
及
ば
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
に
理
由
が
あ
る
と
、
自
分
の
門
人
た

ち
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
こ
と
だ
。

淡
窓
は
、「
務
メ
テ
古
人
ノ
佳
語
ヲ
剽
掠
シ
テ
、
己
ガ
有
ト
セ
ン
ト
ノ
ミ
思
ヘ

リ
…
」
と
、
徂
徠
学
派
（
格
調
説
）
が
、
古
詩
の
佳
句
を
真
似
、
そ
れ
を
用
い
て

詩
作
す
る
こ
と
に
躍
起
と
な
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
古
詩
を
「
読
む
」
在

り
方
と
し
て
、
徂
徠
学
派
の
そ
れ
は
だ
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
淡
窓
は
、
そ
も

そ
も
明
・
清
の
詩
と
、
宋
詩
以
前
の
詩
と
で
は
、
詩
の
読
み
方
が
異
な
る
と
い
う
。

淡
窓
の
い
う
「
其
通
ノ
心
得
」と
い
う
言
葉
の
意
味
は
少
し
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、

「
明
・
清
、
輓
近
ノ
詩
ヲ
読
ム
」
に
は
「
其
通
ノ
心
得
」
で
も
ま
あ
よ
い
が
、「
宋

以
前
ノ
詩
ヲ
読
ム
」
に
は
「
其
通
ノ
心
得
ニ
テ
ハ
益
ナ
シ
」
と
い
う
。
そ
こ
か
ら

推
せ
ば
、
読
詩
の
方
法
と
し
て
時
代
が
近
け
れ
ば
自
分
の
常
識
的
な
理
解
で
も
よ

い
が
、
時
代
が
隔
た
る
と
そ
う
は
行
か
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

そ
し
て
何
よ
り
、「
引
用
Ｂ
」
に
あ
る
と
お
り
、
淡
窓
の
「
読
む
」
こ
と
の
特

徴
は
「
只
何
ト
ナ
ク
熟
読
シ
テ
、
其
風
味
ヲ
知
ル
」
の
が
よ
い
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
と
私
は
思
う
。
た
だ
読
み
味
わ
う
べ
き
と
い
う
、
こ
の
断
定
的
で
は
な
い
物

言
い
は
と
て
も
特
徴
的
で
、
淡
窓
は
、
詩
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
差
別
」（
違
い
）
を

知
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
い
う
「
見
識
」
を
養
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
古
人
ノ
風

神
気
韻
、自
然
ト
我
心
ニ
移
リ
」、「
雅
」
が
醸
し
出
さ
れ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
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三
二

「
風
神
」「
気
韻
」
な
ど
の
術
語
は
、「
神
韻
説
」
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

３
「
精
思
研
窮
」

以
上
の
よ
う
に
、
淡
窓
の
詩
論
で
は
、
近
年
の
「
才
」
偏
重
、
及
び
「
識
」
不

足
へ
の
懸
念
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
い
る25
。
咸
宜
園
に
お
け
る
漢
詩
教
育
の
研
究

に
お
い
て
、「
詩
」
は
、
特
に
「
書
く
」
と
い
う
点
に
注
目
さ
れ
る
が
、
他
方
、

詩
を
「
書
く
」
こ
と
に
偏
り
が
ち
な
門
人
た
ち
に
、
古
詩
を
「
読
む
」
こ
と
の
大

切
さ
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
、淡
窓
が
「
書
く
」
こ
と
と
「
読
む
」
こ
と
の
意
義
、

効
能
の
違
い
を
明
確
に
意
識
し
た
上
で
、
双
方
と
も
に
大
切
と
、
考
え
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
こ
で
前
述
の
資
料
の
中
で
も
、
次
の
一
節
に
改
め
て
注
目
し
て

お
き
た
い
。

○
眼
ヲ
著
ル
コ
ト
ヲ
高
フ
セ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
、
古
詩
ヲ
熟
読
シ
テ
、
之
ヲ
品
目

ス
ル
ニ
ア
リ
。
コ
レ
ハ
悟
境
ニ
テ
、
言
ヲ
以
テ
盡
ス
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
古

人
詩
ヲ
品
ス
ル
ノ
一
隅
ヲ
挙
ケ
テ
、
コ
レ
ヲ
示
ス
ヘ
シ
。（
引
用
Ａ
）

○
識
ヲ
養
フ
ハ
、
古
人
ノ
詩
ヲ
熟
読
ス
ル
ニ
在
リ
。（
引
用
Ｂ
）

　こ
の
一
節
か
ら
掘
り
下
げ
て
考
え
て
お
き
た
い
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ

は
、古
詩
（
古
人
の
詩
）
を
「
熟
読
」
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
多
読
で
は
な
く
、

「
熟
読
」
と
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
意
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
一
つ
に
は
、「
悟
境
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
境
地
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

江
戸
の
詩
壇
に
お
い
て
、
殊
に
一
八
世
紀
古
文
辞
学
派
以
降
の
共
通
認
識
と
し

て
、
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』
は
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る26
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

淡
窓
も
、「
詩
ニ
禅
ヲ
以
テ
譬
ト
ス
ル
コ
ト
、
厳
滄
浪
ニ
始
マ
レ
リ
。」（『
淡
窓
詩

話
』
上27
）
と
の
認
識
を
示
し
た
う
え
で
、「
意
味
ノ
心
ニ
ハ
解
ス
ヘ
ク
シ
テ
、
口

ニ
ハ
言
ヒ
難
キ
所
ア
ル
ヲ
、会
得
シ
タ
ル
、即
チ
悟
ナ
リ
」（
同
前
）
と
し
て
い
る
。

淡
窓
は
「
悟
」
を
具
体
的
に
説
明
し
難
い
理
由
の
一
つ
と
し
て
、「
心
で
解
す

る
も
の
」
と
い
う
が
、
又
次
の
よ
う
に
、
人
ぞ
れ
ぞ
れ
に
「
悟
入
」
す
る
内
容
は

異
な
る
と
も
い
う
。

人
各
お
の
悟
入
す
る
所
有
り
。
帆
鵬
卿
曰
く
、「
和
人
、
文
を
作
る
や
、
譬

ふ
れ
ば
、
獼
猴
演
劇
の
如
し
、
以
て
奇
と
為
す
可
く
、
以
て
巧
と
為
す
可
か

ら
ず
。」
是
れ
鵬
卿
の
悟
入
す
る
所
な
り
。
予
嘗
て
曰
く
、「
詩
文
能
く
読
者

を
し
て
倦
ま
ざ
ら
し
め
ば
、
乃
ち
名
家
と
称
す
可
し
。」
是
れ
予
の
悟
入
す

る
所
な
り
（『
六
橋
記
聞
』
巻
三28
）

淡
窓
は
、
か
の
帆
足
万
里
（
一
七
七
八
―
一
八
五
二
）
が
得
た
境
地
は
、「
日
本

人
が
詩
文
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
る
な
ら
ば
猿
芝
居
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
か
ら
、
趣
が
異
な
る
も
の
が
よ
く
、
巧
み
で
あ
る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
自
分
は
、「
読
者
に
飽
き
さ
せ
な
い
詩
文
を
書
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
名
家
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
と
い
う
。

「
悟
」
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
細
に
み
て
お
こ
う
。

悟
ノ
道
ハ
、
師
モ
言
ヲ
以
テ
、
弟
子
ニ
授
ク
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
唯
学
人
ノ
精

思
ヨ
リ
シ
テ
得
ル
所
ナ
リ
。
若
シ
悟
ヲ
得
ン
ト
欲
セ
バ
、
精
思
研
窮
ス
ル
ノ

外
ナ
シ
。
予
詩
ヲ
学
ヒ
シ
ヨ
リ
四
十
余
年
、
今
日
ノ
得
ル
所
、
大
抵
悟
入
ナ

リ
。
然
レ
ド
モ
禅
ノ
所
謂
頓
悟
ト
云
フ
ガ
如
キ
ト
コ
ハ
稀
ナ
リ
。
皆
功
ヲ
積

ン
テ
、
自
然
ト
其
意
ヲ
得
タ
ル
ノ
ミ
。
今
悟
ヲ
得
ン
ト
欲
セ
バ
、
先
ヅ
古
詩

ヲ
熟
読
ス
ベ
シ
。
乃
チ
李
ガ
飄
逸
ト
ハ
、
何
レ
ノ
処
カ
是
レ
飄
逸
、
杜
ガ
沈

鬱
ハ
、
何
レ
ノ
処
カ
是
レ
沈
鬱
、
其
他
何
レ
ノ
処
カ
是
レ
高
古
、
何
レ
ノ
処

カ
是
レ
清
麗
ト
、
古
人
ノ
品
目
セ
シ
所
以
ヲ
考
フ
ベ
シ
。
如
是
ナ
レ
ハ
、
其

初
ハ
茫
然
タ
レ
ド
モ
、
後
ニ
ハ
言
外
ニ
其
旨
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
已
ニ
古
詩
ノ
味

ヲ
悟
レ
バ
、
己
レ
ガ
詩
ノ
意
味
モ
亦
明
カ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
試
ニ
己
レ
ガ
詩
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三
三

井
上
哲
次
郎
が
『
淡
窓
全
集
』
の
序
文
で
、淡
窓
が
「
思
想
家
」
と
な
っ
た
（
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
理
由
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

淡
窓
は
眼
病
を
煩
つ
て
居
つ
た
か
ら
、
力
を
読
書
に
専
ら
に
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
兎
角
瞑
目
暗
想
し
て
思
索
の
一
方
に
向
い
た
。
さ
う

云
ふ
所
か
ら
し
て
、
一
種
の
思
想
家
と
な
つ
た
の
で
あ
る30
。

こ
れ
は
井
上
が
、
淡
窓
の
「
敬
天
」
の
思
想
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

こ
の
こ
と
は
、
淡
窓
が
詩
を
「
読
む
」
こ
と
に
お
い
て
、
多
読
で
は
な
く
「
熟
読
」

を
重
ん
じ
た
こ
と
、「
精
思
研
窮
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
こ

と
の
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
と
私
は
思
う
。
淡
窓
自
身
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　

藤
田
吉
問
テ
曰
、
弟
子
輩
書
ヲ
読
ム
ニ
、
数
万
巻
ノ
書
、
悉
ク
渉
ル
ヘ
キ
ニ

非
ス
。
其
要
ヲ
撮
ラ
ン
コ
ト
、
如
何
シ
テ
可
ナ
ル
ヘ
キ
ヤ
。

答
テ
曰
、人
各
天
職
ア
リ
。
読
書
専
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
。
故
ニ
暇
少
キ
者
ハ
、

多
ク
書
ヲ
読
ム
コ
ト
ヲ
用
ヒ
ス
…
…
何
ニ
テ
モ
経
子
ノ
中
ニ
於
テ
、
己
カ
深

ク
悦
フ
所
ヲ
取
リ
テ
、
研
究
精
思
シ
テ
可
ナ
リ
。
若
シ
又
閑
暇
ア
ル
者
ハ
、

博
覧
ヲ
務
ム
ヘ
シ
。
…
予
ハ
眼
病
ア
ル
ヲ
以
テ
、
書
ヲ
読
ム
コ
ト
少
シ
。
諸

子
疾
ア
ル
ニ
非
ス
。
宜
シ
ク
博
覧
ヲ
務
ム
ヘ
シ
。（『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
四31
）

自
ら
は
眼
病
が
あ
る
た
め
に
、
多
読
で
き
ず
、「
博
覧
」
に
努
め
ら
れ
な
い32
。
し

か
し
、
門
人
諸
子
は
「
博
覧
」
可
能
な
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
努
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
、
多
読
の
大
切
さ
を
説
く
。
一
方
で
、「
経
子
ノ
中
ニ
於
テ
、
己
カ
深
ク

悦
フ
所
ヲ
取
リ
テ
研
究
精
思
シ
テ
可
ナ
リ
」。
つ
ま
り
、
経
典
や
諸
子
百
家
の
著

作
に
心
を
深
く
寄
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
の
一
節
に
深
く
思
い
を
馳
せ
る

こ
と
が
肝
要
と
も
い
う
。
右
の
引
用
は
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

ヲ
以
テ
、
唐
・
宋
・
明
・
清
諸
家
ノ
詩
ト
並
ベ
読
ム
ベ
シ
。
其
風
神
気
韻
ノ

同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
処
、
自
ラ
心
中
ニ
了
然
タ
ラ
ン
。
然
レ
ド
モ
之
ヲ
未
熟
ノ
徒

ニ
喩
ス
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
是
レ
我
悟
境
ナ
リ
。（『
淡
窓
詩
話
』
上29
）

「
悟
」
の
道
理
は
、
弟
子
に
言
葉
で
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
自
身

で
「
精
思
研
窮
」（
よ
く
考
え
本
質
を
明
ら
か
に
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得

ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
「
悟
」
と
は
、「
悟
入
」
で
あ
っ
て
「
頓
悟
」
で

は
な
い
と
い
う
。「
頓
悟
」
と
は
、
一
旦
豁
然
と
悟
り
が
開
か
れ
る
こ
と
を
い
う
。

な
ら
ば
淡
窓
の
「
悟
」
と
は
、「
精
思
研
窮
」
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
「
古
人
ノ
風
神
気
韻
、
自
然
ト
我
心
ニ
移
」（
引
用
Ｂ
）
る
ほ
ど

の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。

李
白
や
杜
甫
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
評
さ
れ
る
理
由
を

考
え
て
み
な
さ
い
。
古
詩
の
味
わ
い
を
悟
れ
ば
、
自
作
の
詩
と
並
べ
て
読
ん
で
み

な
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
趣
が
同
じ
で
な
い
箇
所
が
心
で
分
か
る
か
ら
、
と

淡
窓
は
門
人
に
教
育
す
る
立
場
か
ら
こ
う
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
引
用
Ｂ
」
に
お
い
て
、「
只
何
ト
ナ
ク
熟
読
シ
テ
、
其
風
味
ヲ
知
ル
」
の
が
よ

い
と
す
る
、
淡
窓
の
断
定
的
で
は
な
い
物
言
い
が
と
て
も
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
に

は
既
に
言
及
し
た
が
、「
精
思
研
窮
」
を
門
人
に
促
す
淡
窓
に
お
い
て
も
そ
れ
と

共
通
の
も
の
を
感
じ
る
。
つ
ま
り
、
思
索
を
重
ね
、
研
鑽
を
積
む
こ
と
で
、
見
え

て
く
る
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
。
何
が
見
え
て
く
る
か
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
、
過

程
に
意
味
が
あ
る
、
と
の
考
え
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
で
淡
窓
は
、「
予
詩
ヲ

学
ヒ
シ
ヨ
リ
四
十
余
年
、
今
日
ノ
得
ル
所
、
大
抵
悟
入
ナ
リ
」
と
言
い
得
た
の
で

あ
り
、
こ
れ
が
、
詩
に
関
す
る
淡
窓
晩
年
の
境
地
で
あ
る
。

二
．　

淡
窓
に
お
け
る
「
詩
」
の
位
置

１
．
契
機
と
し
て
の
「
眼
病
」
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三
四

抑
学
者
ノ
務
メ
、
見
識
ヲ
以
テ
要
ト
ス
。
博
覧
ニ
テ
モ
見
識
ナ
ケ
レ
ハ
、
用

ニ
立
タ
ズ
。
見
識
ノ
要
、
取
捨
ノ
二
字
ナ
リ
。
取
捨
ノ
所
生
、
二
ツ
ア
リ
。

一
ニ
曰
、
博
。
二
ニ
曰
、
精
ナ
リ
。
書
ヲ
読
ム
コ
ト
博
キ
時
ハ
、
彼
ノ
是
ト

ス
ル
所
、
此
ニ
於
テ
ハ
非
ト
シ
、
此
ノ
是
ト
ス
ル
所
ハ
、
彼
ニ
在
テ
ハ
非
ト

ス
。
此
ニ
於
テ
、
其
尤
モ
ヨ
キ
者
ヲ
択
ン
テ
、
是
ニ
従
フ
。
精
ト
ハ
、
其
已

ニ
知
ル
所
ニ
付
テ
、
尋
思
追
究
ス
ル
ナ
リ
。
如
此
ナ
レ
ハ
、
前
日
ノ
是
ト
ス

ル
所
、
今
日
ハ
之
ヲ
非
ト
シ
、
壮
年
ノ
非
ト
ス
ル
所
ハ
、
老
年
ハ
コ
レ
ヲ
是

ト
ス
。
於
是
、
其
取
捨
ヲ
定
ム
。
若
シ
書
ヲ
読
ム
コ
ト
博
カ
ラ
サ
レ
ハ
、
其

一
ヲ
知
リ
テ
、
其
他
ヲ
知
ラ
ス
。
心
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
精
シ
カ
ラ
サ
レ
ハ
、
老

年
ノ
眼
力
、壮
年
ニ
加
フ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
是
ヲ
固
陋
ノ
学
ト
云
フ
ナ
リ
。（
同

前
）

淡
窓
は
、学
者
の
大
切
な
努
め
は
「
見
識
」
を
用
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。「
見

識
」
と
は
、
何
を
取
り
、
何
を
捨
て
て
、
一
家
言
を
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、そ
の
基
盤
を
担
う
も
の
が
、「
博
覧
」
と
「
精
思
」
で
あ
る
と
定
義
す
る
。「
博

覧
」
は
、
選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、「
博
覧
」
で
あ

る
学
者
は
そ
の
中
か
ら
最
も
良
い
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、「
精

思
」
は
、
一
つ
の
こ
と
を
思
索
し
続
け
る
こ
と
で
、
同
じ
対
象
を
目
の
前
に
し
て

も
、
日
々
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
展
開
が
生
じ
る
と
い
う
。
一

つ
の
こ
と
を
「
尋
思
追
究
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
日
の
考
え
が
今
日
は
否
定

さ
れ
た
り
す
る
一
方
、
若
い
頃
否
定
し
て
い
た
こ
と
を
年
を
取
っ
て
か
ら
肯
定
す

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
い
う
取
捨
選
択
の
継
続
が
、
一
家
言
を
立
て
る
こ
と
に
繋

が
る
。「
博
覧
」
な
く
し
て
、
選
択
肢
は
な
く
、「
思
索
」
な
く
し
て
、
厚
み
の
あ

る
思
考
を
打
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

「
固
陋
ノ
学
」
と
な
ら
な
い
た
め
に
、
淡
窓
が
門
人
に
説
い
た
、
学
者
が
持
つ

べ
き
「
見
識
」
の
基
盤
と
な
る
「
博
覧
」
と
「
精
思
」。
自
身
は
眼
病
が
契
機
と

な
り
「
精
思
」
を
重
ん
じ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
、
前
述
の
「
精
思
研
窮
」
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、

そ
の
対
象
は
経
学
の
み
で
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
淡

窓
に
と
っ
て
の
対
象
は
、
漢
詩
、
果
て
は
、
漢
詩
教
育
に
ま
で
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

２
．「
君
子
無
故
、
琴
瑟
不
離
側
」

淡
窓
が
大
切
に
し
た
言
葉
が
あ
る
。

古
人　

琴
瑟
を
以
て
憂
ひ
を
解
く
。
我
は
則
ち
吟
詩
談
話
を
以
て
憂
ひ
を
解

く
。（『
六
橋
記
聞
』
巻
四33
）

ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
い
う
。

答
テ
曰
、
門
人
詩
人
ノ
多
キ
コ
ト
、
是
予
カ
詩
ヲ
好
ム
ヲ
見
テ
之
ニ
倣
フ
ナ

リ
。
予
強
テ
之
ヲ
勧
ム
ル
ニ
非
ス
。
亦
秘
訣
ア
リ
テ
之
ニ
伝
フ
ル
ニ
モ
非
ス
。

今
且
ツ
予
カ
詩
ヲ
好
ム
所
以
ヲ
談
ス
ヘ
シ
。
経
ニ
君
子
無
故
、
琴
瑟
不
離
側

ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
。
先
儒
其
事
ヲ
論
シ
テ
曰
、「
今
時
ノ
儒
生
、
琴
瑟
ヲ
学

フ
ニ
暇
ナ
シ
。
之
ヲ
学
ヒ
タ
リ
ト
モ
、
和
漢
声
音
ノ
道
不
同
。
古
人
ノ
琴
瑟

ヲ
玩
ヒ
シ
程
ニ
ハ
、
心
ニ
切
ナ
ラ
ス
。
故
ニ
古
詩
ヲ
諷
詠
シ
テ
、
心
ヲ
娯
サ

メ
、琴
瑟
ニ
当
ツ
ル
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
」
ト
。
予
少
キ
ヨ
リ
深
ク
此
説
ヲ
信
ス
。

平
生
多
病
ニ
シ
テ
、
心
思
欝
悶
ス
ル
コ
ト
多
シ
。
如
此
ノ
時
ハ
、
必
ス
古
詩

ヲ
諷
詠
シ
テ
、
思
ヲ
遣
ル
ナ
リ
。
心
思
憂
苦
ス
ル
時
ハ
、
古
人
ノ
思
ヲ
神
仙

ニ
寓
シ
、
想
ヲ
雲
霞
ニ
寄
ス
ル
ノ
作
ヲ
詠
シ
テ
、
心
中
ノ
欝
滞
ヲ
盪
滌
ス
。

志
気
昏
沈
シ
テ
振
フ
コ
ト
能
ハ
サ
レ
ハ
、
古
人
ノ
雄
壮
豪
邁
、
乗
長
風
破
万

里
浪
ノ
気
象
ア
ル
処
ヲ
詠
シ
テ
、
以
テ
之
ヲ
鼓
動
ス
。
…
巻
ヲ
開
キ
眼
ヲ
労

ス
ル
ニ
及
ハ
ス
。
如
是
コ
ト
四
五
十
年
、
只
是
詩
ヲ
以
テ
一
箇
ノ
琴
瑟
ニ
当

ツ
ル
ナ
リ
。
然
レ
ト
モ
、
誦
詠
ノ
久
シ
キ
、
身
モ
亦
之
ニ
倣
ハ
ン
コ
ト
ヲ
欲
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三
五

シ
、
遂
ニ
又
結
構
ス
ル
所
ア
リ
。
故
ニ
予
ハ
古
詩
ヲ
誦
ス
ル
コ
ト
ヲ
好
ム
ノ

ミ
。
自
ラ
詩
ヲ
作
ル
コ
ト
ハ
、
必
シ
モ
好
マ
ス
。
是
其
平
生
ノ
作
ル
所
、
甚

不
多
所
以
ナ
リ
。
門
人
ニ
至
ツ
テ
ハ
、
皆
力
ヲ
詩
ニ
専
ラ
ニ
ス
。
後
生
詩
ニ

巧
ナ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
ハ
、
多
ク
作
リ
、
且
推
敲
鍛
錬
ス
ル
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
。

若
シ
必
ス
予
ノ
所
為
ニ
倣
ハ
ン
ト
ナ
ラ
ハ
、
先
ツ
古
詩
ニ
熟
練
シ
テ
、
而
後

詩
ヲ
可
作
ナ
リ
。（『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
四
、『
淡
窓
詩
話
』
上34
〜
「
引
用
Ｃ
」

と
略
す
）

こ
の
一
節
は
、
門
人
・
青
木
益
が
、
咸
宜
園
門
下
の
作
を
収
め
た
詩
集
『
宜
園
百

家
詩
抄
』
の
盛
行
に
触
れ
、
先
生
の
「
詩
訣
」
を
教
え
て
欲
し
い
と
い
う
問
い
に

答
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
淡
窓
は
、
詩
を
「
書
く
」
こ
と
に
お
け
る
「
推

敲
鍛
錬
」、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
詩
（
古
詩
）
に
「
熟
練
」
す
る
こ
と
（「
熟
読
」

の
意
に
解
せ
ら
れ
よ
う
）
が
前
提
で
あ
る
と
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
こ
で
私
が
注
目
し
た
い
の
は
「
琴
瑟
…
」
の
件
で
あ
る
。

ま
ず
、「
経
ニ
君
子
無
故
、
琴
瑟
不
離
側
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
。」
の
典
拠
を
見
て

お
き
た
い
。

君　

故
無
く
ん
ば
、
玉　

身
を
去
ら
ず
。
大
夫　

故
無
く
ん
ば
、
縣
を
徹
せ

ず
。
士　

故
無
く
ん
ば
、
琴
瑟
を
徹
せ
ず
。（『
礼
記
』
曲
礼
下35
）

君
・
大
夫
・
士
の
立
場
に
あ
る
人
物
の
徳
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
君
子
は
、「
故
」

（
理
由
）
が
な
い
限
り
「
玉
」「
縣
」「
琴
瑟
」
を
手
放
さ
な
い
。
鄭
玄
は
「
故
は
、

災
患
喪
病
を
謂
ふ
」
と
注
釈
を
つ
け
て
い
る
。
淡
窓
は
「
不
離
」
と
し
て
い
る
が
、

「
不
徹
」
は
「
不
去36
」
の
意
に
同
じ
で
、
淡
窓
の
経
典
理
解
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。

興
味
深
い
の
は
、
淡
窓
は
こ
こ
に
「
先
儒
」
の
『
礼
記
』
理
解
を
引
用
し
て
い

る
点
で
あ
る
。「
先
儒
」
は
、「
今
の
儒
者
に
は
琴
瑟
を
学
ぶ
余
裕
は
な
く
、
た
と

え
学
ん
だ
と
し
て
も
、
日
本
と
中
国
と
で
は
音
楽
の
道
理
が
異
な
っ
て
お
り
、
所

謂
中
国
の
昔
の
人
が
琴
瑟
に
親
し
ん
だ
程
に
は
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

だ
か
ら
、
古
詩
を
「
読
む
」
こ
と
に
よ
っ
て
心
を
な
ぐ
さ
め
、
所
謂
琴
瑟
に
あ
て

る
の
が
よ
い
」
と
い
い
、
淡
窓
は
、
こ
の
言
葉
を
信
じ
て
生
き
て
き
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
実
際
、
眼
病
を
契
機
と
し
て
そ
れ
を
実
践
し
た
と
い
う
淡
窓
は
、
心
が

憂
鬱
な
時
は
、
古
詩
の
世
界
に
遊
び
、
こ
れ
を
四
、
五
〇
年
継
続
し
て
き
た
と
い

う
。中

村
幸
彦
は
『
淡
窓
詩
話
』
校
注
で
、
こ
の
「
先
儒
」
を
太
宰
春
台
（
一
六
八

〇
―
一
七
四
七
）
に
求
め
て
い
る
。
淡
窓
が
嘗
て
亀
井
南
冥
、
昭
陽
に
師
事
し
た

こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
徂
徠
学
派
の
春
台
を
想
定
す
る
こ
と
は
合
点
が
行
く
。

太
宰
春
台
の
六
経
略
説
「
今
時
ハ
歌
フ
コ
ト
ハ
其
法
亡
テ
習
フ
ベ
キ
様
ナ
ケ

レ
バ
、
只
三
百
篇
ノ
詩
ヲ
読
誦
シ
テ
、
其
詞
ヲ
記
憶
シ
、
其
義
理
ヲ
知
テ
、

古
人
ノ
引
用
タ
ル
意
ヲ
会
得
ス
ル
マ
デ
ノ
事
ナ
リ
。
カ
ク
ノ
如
ク
ニ
テ
モ
、

詩
ヲ
学
ブ
ト
イ
フ
ニ
叛
カ
ザ
ル
ベ
シ
」（『
淡
窓
詩
話
』
校
注37
）

春
台
は
確
か
に
、
現
在
、
歌
に
法
が
な
く
習
う
べ
き
方
も
な
い
と
、
昔
あ
っ
た
は

ず
の
音
楽
の
道
理
が
現
在
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、『
詩
経
』

を
「
読
み
」、
詩
詞
を
憶
え
、
そ
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
詩
学
だ
と
い
っ
て

よ
い
と
す
る
。

中
村
が
校
注
に
引
用
し
た
こ
の
一
節
は
、
春
台
『
六
経
略
説
』
の
中
で
も
「
詩

は
う
た
ひ
も
の
な
り
」
と
、『
詩
経
』
を
い
う
中
に
見
え
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、「
楽

は
、
本
君
子
の
な
ぐ
さ
み
な
り
」
と
、
現
在
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
『
楽
経
』
に

言
及
し
た
中
に
、『
礼
記
』
の
「
琴
瑟
…
」
に
言
及
し
た
箇
所
が
あ
る
。

論
語
に
、
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
矣
哉
と
あ
る
も
、
終
日
す
る
わ
ざ
無

て
暮
す
は
、
難
き
こ
と
な
り
と
て
、
世
俗
の
勝
負
の
な
ぐ
さ
み
に
て
も
す
る

は
、
只
あ
る
に
ま
さ
る
と
孔
子
の
た
ま
へ
り
。
終
日
す
る
わ
ざ
無
て
暮
す
の
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三
六

甚
不
可
な
る
こ
と
を
の
た
ま
へ
り
、
さ
れ
ば
古
の
君
子
は
、
故
障
だ
に
無
け

れ
は
、
常
に
琴
瑟
を
側
に
置
て
、
間
暇
無
事
の
時
は
、
必
し
も
一
曲
を
奏
弾

す
る
に
あ
ら
ず
、
爪
し
ら
べ
な
ど
し
て
、
つ
れ
づ
れ
を
慰
し
な
り
。
是
心
を

養
ふ
術
に
し
て
、
閑
居
し
て
不
善
を
な
す
に
至
る
ま
じ
き
為
な
り
。（『
六
経

略
説38
』）

始
め
に
『
論
語
』
陽
貨
篇
「
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
矣
哉
。
不
有
博
奕
者
乎
。

為
之
猶
賢
乎
已
。」
の
理
解
が
示
さ
れ
る
。
春
台
は
、
一
日
何
も
す
べ
き
こ
と
な

く
暮
ら
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
た
と
え
博
奕
で
あ
っ
て
も
慰
み
と
な
る

な
ら
あ
っ
た
方
が
ま
し
だ
と
、孔
子
の
こ
の
言
葉
を
解
す
る
。『
礼
記
』「
琴
瑟
…
」

は
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
古
の
君
子
は
理
由
が
な
い
限
り
い
つ
も
琴
瑟
を
側

に
置
き
、
あ
え
て
な
す
べ
き
こ
と
の
な
い
時
、
一
曲
奏
で
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

撫
る
、触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
つ
れ
づ
れ
を
慰
」
め
た
。
春
台
の
こ
の
理
解
は
、

確
か
に
、
淡
窓
の
い
う
「
先
儒
」
に
繋
が
る
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

淡
窓
の
物
言
い
か
ら
は
少
し
逸
れ
る
が
、
春
台
は
こ
れ
を
「
心
を
養
ふ
術
」
と

評
し
、「
琴
瑟
…
」
は
、
間
暇
に
不
善
を
な
す
こ
と
が
な
い
た
め
の
君
子
の
修
養

術
と
理
解
し
て
い
る
。
春
台
の
こ
の
理
解
に
典
拠
を
求
め
る
な
ら
ば
、『
性
理
大

全
』
巻
四
十
六
「
学
四
・
存
養
」
に
も
収
め
ら
れ
る
楊
時
の
言
葉
に
辿
り
着
く
。

楊
時
は
、『
孟
子
』
告
子
上
の
「
孔
子
曰
、
操
則
存
」
の
意
味
を
問
わ
れ
て
次
の

よ
う
に
答
え
て
い
る
。

曰
く
、
古
の
学
者
、
視
聴
言
動
、
礼
に
非
ざ
る
は
無
し
。
心
を
操
る
所
以
な

り
。
故
無
く
ん
ば
琴
瑟
を
徹
せ
ざ
れ
ば
、
行
へ
ば
則
ち
佩
玉
を
聞
き
、
車
に

登
れ
ば
則
ち
鸞
に
和
す
に
至
る
。
蓋
し
皆
其
の
放
心
を
収
め
ん
と
欲
し
、
惰

慢
邪
僻
の
気
を
し
て
得
て
入
ら
し
め
ず
。（『
亀
山
集
』
巻
一
一39
）

古
の
君
子
は
、
全
て
に
礼
節
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
心
を
操
る
方
法
が
あ

る
か
ら
で
、
そ
の
一
つ
が
「
琴
瑟
…
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
楊
時
は
、
こ
の
方

法
は
「
放
心40
」（『
孟
子
』
告
子
上
）
を
収
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
怠
惰
で

邪
な
気
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
と
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。

春
台
と
同
門
で
同
時
代
の
山
縣
周
南
（
一
六
八
七
―
一
七
五
二
）
も
次
の
よ
う

に
い
う
。

音
声
は
形
な
し
。
気
を
以
て
達
す
る
故
、
物
を
隔
て
聞
ゆ
る
な
り
。
故
に
人

の
肌
膚
に
透
り
肝
腎
に
徹
し
、
能
人
の
気
を
移
し
心
を
動
か
す
。
…
古
は
君

子
無
故
、
琴
瑟
不
離
身
と
い
へ
り
。
凡
音
曲
は
鬱
滞
を
導
引
し
、
邪
穢
を
蕩

滌
し
、
気
血
を
和
順
し
、
徳
を
養
ふ
べ
き
物
な
り
。
心
中
斯
須
不
和
不
楽
、

而
鄙
詐
之
心
入
之
矣
、
外
貌
斯
須
不
荘
不
敬
、
而
易
慢
之
心
入
之
と
い
へ
り
。

（『
為
学
初
問
』
下41
）

周
南
の
「
琴
瑟
…
」
の
理
解
は
、
音
楽
が
「
気
」
を
通
し
て
人
に
達
す
る
と
い
う

こ
と
が
理
解
の
要
と
な
っ
て
お
り
、
春
台
と
比
べ
て
一
層
に
「
養
気
」
の
意
味
合

い
が
強
い
が
、
や
は
り
、
軸
と
な
る
君
子
の
修
養
と
し
て
の
「
琴
瑟
…
」
の
理
解

は
同
じ
だ
。

春
台
や
周
南
の
よ
う
に
、『
礼
記
』「
琴
瑟
…
」
の
一
節
を
『
孟
子
』「
孔
子
曰
、

操
則
存
」
と
併
せ
て
、「
心
を
養
ふ
」「
徳
を
養
ふ
」
術
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
、

一
八
世
紀
、
経
典
解
釈
に
よ
っ
て
自
ら
の
立
場
を
世
に
示
す
こ
と
が
常
套
で
あ
る

儒
者
に
と
っ
て
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
か
ら
百
年
程
後
、

淡
窓
は
、『
礼
記
』「
琴
瑟
…
」
を
我
が
事
と
し
て
捉
え
、「
先
儒
」
の
言
葉
を
励

み
と
し
、
琴
瑟
の
代
わ
り
に
古
詩
を
常
に
側
に
置
き
、
慰
み
と
し
て
暗
唱
し
、
果

て
は
自
分
も
古
詩
同
様
の
も
の
を
作
り
た
い
と
、
詩
作
に
至
っ
た
と
い
う
（「
引

用
Ｃ
」）。
百
年
を
隔
て
て
も
双
方
の
『
礼
記
』「
琴
瑟
…
」
の
理
解
自
体
は
同
様

で
あ
る
と
思
う
が
、
一
方
、
春
台
や
周
南
が
言
及
し
た
よ
う
な
経
典
解
釈
の
記
述

は
、
淡
窓
に
は
見
え
な
い
。
こ
れ
を
ど
う
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
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三
七

君
子
修
養
の
た
め
の
漢
詩
教
育　

―
―
む
す
び
に
か
え
て

淡
窓
の
「
琴
瑟
…
」
理
解
に
、
春
台
や
周
南
の
よ
う
な
「
心
を
養
ふ
」「
徳
を

養
ふ
」
と
い
っ
た
経
典
解
釈
に
繋
が
る
理
解
は
見
え
な
い
が
、
淡
窓
が
門
人
た
ち

に
漢
詩
教
育
を
行
っ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
た
時
、
そ
こ
に
は
同
様
の
も
の
が
流

れ
て
い
る
よ
う
に
私
は
感
じ
る
。

淡
窓
の
言
葉
通
り
、『
礼
記
』「
士
無
故
、
不
徹
琴
瑟
」
を
、
先
儒
の
理
解
に
基

づ
い
て
「
只
是
詩
ヲ
以
テ
一
箇
ノ
琴
瑟
ニ
当
」（
引
用
Ｃ
）
て
た
の
で
あ
れ
ば
、

淡
窓
は
、
間
暇
に
不
善
を
な
さ
な
い
方
法
と
し
て
詩
を
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
は
、
君
子
の
在
り
方
で
あ
り
、「
士
無
故
、
不
徹
琴
瑟
」
な
ら
ぬ
、「
士
無
故
、

不
徹
詩
」
の
実
践
と
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
詩
を
側
ら
に
置
く
こ
と
で

培
わ
れ
た
淡
窓
の
「
精
思
研
窮
」
と
い
う
在
り
方
は
、
門
人
達
に
繰
り
返
し
説
か

れ
、
学
者
と
し
て
必
要
な
「
見
識
」
を
養
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
既
に
検
討
し
た
と
お
り
だ
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、「
只
何
ト
ナ
ク
熟
読
シ
テ
、
其
風
味
ヲ
知
ル
」（
引
用
Ｂ
）
の

が
よ
い
と
す
る
淡
窓
の
断
定
的
で
は
な
い
物
言
い
も
、
そ
し
て
、
自
ら
を
「
神
韻

派
」
と
称
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
も
、
更
に
、
回
顧
し
て
自
ら
の
思
想
・
詩
作
の

変
化
を
認
め
る
こ
と
も
、
全
て
、
一
つ
の
立
場
や
方
法
論
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

日
々
「
精
思
研
窮
」
す
る
こ
と
、
そ
の
行
為
自
体
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
い
う
在

り
方
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

中
村
幸
彦
は
、
一
九
世
紀
の
詩
話
を
概
観
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

彼
（
山
本
北
山
・
一
七
五
二
〜
一
八
一
二
）
の
二
書
（『
作
文
志
彀
』『
作
詩

志
彀
』）
を
し
て
、
経
世
即
ち
儒
学
を
離
れ
た
文
学
論
な
ら
し
め
た
。
こ
れ

ま
で
の
蘐
園
や
国
学
者
達
の
思
想
的
文
学
観
、
云
わ
ば
哲
学
的
文
学
論
で
は

な
く
て
、
文
学
側
か
ら
の
文
学
者
的
文
学
観
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
後
の
広

瀬
淡
窓
の
如
き
儒
者
も
、
詩
を
論
じ
て
は
、
文
学
的
な
発
言
が
多
く
な
っ
て

い
る
…
（『
近
世
文
学
論
集
』
解
説
、
一
．
近
世
文
学
観
の
推
移
の
概
略42
）

中
村
の
概
観
す
る
と
お
り
、
詩
文
論
に
お
い
て
は
、
一
般
に
一
八
世
紀
が
「
哲
学

的
」「
思
想
的
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
一
九
世
紀
は
「
文
学
的
」
と
称
さ
れ
る
。

淡
窓
の
「
琴
瑟
…
」
理
解
を
み
る
に
つ
れ
、
そ
の
一
面
は
勿
論
感
じ
ら
れ
る
が
、

淡
窓
の
漢
詩
教
育
の
意
味
が
「
精
思
研
窮
」
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

を
「
文
学
」
に
の
み
帰
結
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、「
琴
瑟
…
」

の
一
節
と
、
淡
窓
が
詩
を
学
び
教
え
る
こ
と
の
意
味
を
重
ね
合
わ
せ
た
時
、
そ
こ

に
は
「
心
を
養
ふ
」「
徳
を
養
ふ
」
術
が
あ
り
、
門
人
た
ち
に
も
そ
の
よ
う
な
君

子
の
徳
を
教
授
し
よ
う
と
し
た
意
図
が
存
在
し
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

一
九
世
紀
、「
哲
学
的
文
学
論
」
か
ら
「
文
学
者
的
文
学
観
」
へ
と
い
う
転
換
は

た
し
か
に
あ
る
。
し
か
し
、
教
育
者
・
淡
窓
の
在
り
方
に
は
、
君
子
修
養
の
た
め

の
漢
詩
教
育
と
い
う
一
貫
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
淡
窓

が
春
台
を
「
先
儒
」
と
し
た
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
そ
う
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

1 

淡
窓
の
学
校
教
育
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
前
田
勉
「
広
瀬
淡
窓
に
お
け
る
学

校
と
社
会
」（『
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
論
叢
』
一
七
、
二
〇
〇
九
年
）。

ま
た
、
漢
詩
教
育
に
つ
い
て
は
、
向
野
康
江
「
広
瀬
淡
窓
に
よ
る
漢
詩
教
育

の
あ
り
か
た
」（『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
』、
二
〇
〇
四
年
）、
肥
田
明
啓

「
広
瀬
淡
窓
の
詩
論
と
咸
宜
園
教
育
と
の
関
連
」（『
立
命
館
文
学
』、
二
〇
〇

〇
年
）、「
広
瀬
淡
窓
の
詩
論
と
そ
の
源
流
」（『
学
林
』
京
都
藝
文
研
究
会
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

2 
白
石
真
子
『
太
宰
春
台
の
詩
文
論
―
徂
徠
学
の
継
承
と
転
回
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
年
）

3 

廣
瀬
青
邨
（
一
八
一
九
―
一
八
八
四
）。
淡
窓
に
師
事
し
、
淡
窓
の
養
子
と

な
る
。
淡
窓
は
、
弟
・
旭
荘
の
長
男
・
林
外
を
咸
宜
園
の
後
継
に
し
よ
う
と
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三
八

し
た
が
、
年
齢
を
鑑
み
て
青
邨
を
養
子
と
し
た
。
青
邨
は
四
四
歳
の
時
、
林

外
に
咸
宜
園
を
譲
っ
て
い
る
。

4 
本
稿
で
引
用
し
た
淡
窓
の
底
本
は
次
の
通
り
。
本
稿
注
で
の
頁
数
は
次
の
底

本
に
拠
る
。
な
お
、
文
意
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
常
用
漢
字
を
用
い
る
こ
と

と
し
た
。
ま
た
、
典
拠
と
し
て
複
数
並
記
し
た
も
の
は
、
前
者
を
引
用
の
底

本
と
す
る
。

 

・『
懐
旧
楼
筆
記
』
五
六
巻
（『
淡
窓
全
集
』
上　

増
補
版
・
思
文
閣
・
一
九

七
一
年
）

 

―
―
天
明
二
年
（
誕
生
）
か
ら
弘
化
二
年
（
淡
窓
六
四
歳
）
ま
で
。
淡
窓
六

五
歳
か
ら
六
九
歳
に
か
け
て
修
改
さ
れ
た
。

 

・『
醒
斎
語
録
』
二
巻　

林
外
・
中
島
種
任
筆
録
（『
淡
窓
全
集
』
上
）

 

―
―
天
保
二
年
淡
窓
五
〇
歳
か
ら
天
保
一
一
年
淡
窓
五
九
歳
ま
で
の
筆
記
。

 

・『
夜
雨
寮
筆
記
』
四
巻　

門
人
筆
録
（『
淡
窓
全
集
』
上
）

 

・『
六
橋
記
聞
』
一
〇
巻　

林
外
筆
録
（『
淡
窓
全
集
』
上
）

 

―
―
巻
一
〜
三
は
嘉
永
四
（
一
八
五
一
年
）年
淡
窓
七
〇
歳
の
頃
の
編
纂
で
、

『
灯
下
記
聞
』
と
題
さ
れ
る
。

 

・『
遠
思
楼
詩
鈔
』
初
編
二
巻
、
第
二
編
二
巻
（『
淡
窓
全
集
』
中
）

 

―
―
初
編
は
淡
窓
五
六
歳
上
梓
、
第
二
編
は
淡
窓
六
八
歳
上
梓
。

 

・『
淡
窓
詩
話
』
二
巻　

青
邨
校
訂
・
明
治
一
六
年
刊
（
日
本
古
典
文
学
大

系
九
四
『
近
世
文
学
論
集
』
中
村
幸
彦
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
）

 

―
―
『
淡
窓
全
集
』
中
、及
び
、向
野
康
江
訳
『
現
代
語
訳　

淡
窓
詩
話
』（
葦

書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

5 

「
論
詩　

贈
小
関
長
卿
中
島
子
玉
」

 

歌
詩
写
情
性　

実
随
民
俗
移　

風
雅
非
一
体　

古
今
固
多
岐　

作
家
達
時
変　

沿
革
互
有
之　

苟
存
敦
厚
旨　

風
教
可
維
持　

昔
当
室
町
氏　

礼
楽
属
禅
緇　

江
都
開
昭
運　

数
公
建
堂
基　

気
初
除
蔬
笋　

舌
漸
滌
侏
漓　

猶
是
螺
蛤
味　

難
比
宗
廟
犠　

正
享
多
大
家　

森
森
列
皷
旗　

優
游
両
漢
域　

出
入
三
唐
籬　

格
調
務
摹
倣　

性
霊
却
蔽
虧　

里
矉
自
謂
美　

本
非
傾
国
姿　

天
明
又
一
変　

趙
宋
奉
為
師　

風
塵
払
陳
語　

花
草
抽
新
思　

雖
裁
敖
辟
志　

転
習
淫
哇
辞　

楚
斉
交
失
矣　

誰
識
烏
雌
雄　

寄
言
関
及
島　

更
張
良
在
茲　

鶏
口
与
牛
後　

趨
舎
君
自
知　

我
亦
丈
夫
也　

李
杜
彼
為
誰　

誰
明
六
義
要　

以
起
一
時
衰　

（『
遠
思
楼
詩
鈔
』
初
編
一
八
頁
）

6 

『
淡
窓
詩
話
』
上
三
六
三
頁

7  

『
淡
窓
詩
話
』
下
三
九
八
頁

8 

『
広
瀬
淡
窓　

広
瀬
旭
荘
』
解
説
三
二
一
―
二
頁
（
岩
波
書
店
『
江
戸
詩
人

選
集
』
第
九
、一
九
九
一
年
）。
ま
た
、田
中
加
代
『
広
瀬
淡
窓
の
研
究
』「
生

涯
の
時
期
区
分
に
つ
い
て
」
一
〇
九
―
一
二
三
頁
（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九

三
年
）
に
も
淡
窓
自
身
の
意
識
変
化
へ
の
言
及
が
あ
る
。

9 

松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
―
明
・
清
の
詩
論
と
そ
の
摂
取
』
下
篇

「
明
・
清
の
詩
論
」（
明
治
書
院
、
一
九
六
九
年
）
の
区
分
に
拠
る
。

10 

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
八
・
九
九
―
一
〇
〇
頁

11  

「
古
処
」
は
原
古
処
。
亀
井
家
の
五
傑
を
「
五
亀
」
と
称
し
、
南
溟
を
中
心

に
据
え
て
い
え
ば
、
曇
栄
（
南
溟
弟
）、
昭
陽
（
長
男
）、
雲
来
（
次
男
）、

大
年
（
三
男
）
を
指
す
。

12  

注
10
に
同
じ
。

13  

後
年
に
は
更
に
、「
唐
宋
詩
醇
ハ
善
書
ナ
リ
。
但
古
詩
ヲ
学
ブ
ニ
宜
シ
、
近

体
ニ
切
ナ
ラ
ズ
」（『
淡
窓
詩
話
』
下
三
八
五
頁
）
と
の
考
え
に
至
る
。

14 

『
淡
窓
詩
話
』
上
三
六
四
頁

15 
淡
窓
が
江
戸
「
性
霊
説
」
に
お
い
て
誰
を
対
象
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
か
を

こ
こ
か
ら
決
定
す
る
の
は
難
し
い
。
但
し
山
本
北
山
、
市
河
寛
斎
、
大
窪
詩

仏
、
菊
池
五
山
ら
が
代
表
的
な
人
物
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

16 

太
田
青
丘
『
日
本
歌
学
と
中
国
詩
学
』
附
録
「
広
瀬
淡
窓
の
詩
学
」
四
二
一

―
二
頁
（
弘
文
堂
、
一
九
五
八
年
）

17 

松
下
忠
『
江
戸
時
代
の
詩
風
詩
論
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
八
年
）
六
七
八
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三
九

五
―
六
頁
な
ど
。

26 

厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』
に
「
詩
は
情
性
を
吟
詠
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
そ
れ
に

基
づ
い
て
、
伊
藤
仁
齋
「
人
情
は
詩
に
尽
き
」（『
語
孟
字
義
』
総
論
四
経
）、

荻
生
徂
徠
「
夫
れ
詩
は
情
語
な
り
」（「『
徂
徠
集
』
巻
二
五
」）
な
ど
が
、
淡

窓
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

27 

『
淡
窓
詩
話
』
上
三
六
五
頁
。
厳
羽
『
滄
浪
詩
話
』
に
、「
大
抵
、
禅
道
に
惟

だ
妙
悟
在
り
、
詩
道
ま
た
妙
悟
在
り
。」

28 

「
人
各
有
所
悟
入
。
帆
鵬
卿
曰
、
和
人
作
文
、
譬
如
獼
猴
演
劇
、
可
以
為
奇
、

不
可
以
為
巧
。
是
鵬
卿
所
悟
入
也
。
予
嘗
曰
、
詩
文
能
使
読
者
不
倦
、
乃
可

称
名
家
、
是
予
所
悟
入
也
。」（『
六
橋
記
聞
』
巻
三
・
二
八
頁
）
な
お
、
同

じ
「
悟
入
」
を
扱
っ
た
資
料
で
も
、
こ
の
一
節
は
、
本
稿
引
用
の
前
後
の
資

料
に
比
べ
て
淡
窓
が
若
い
頃
に
書
い
た
気
配
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

稿
を
改
め
て
検
証
し
て
み
た
い
。

29 

『
淡
窓
詩
話
』
上
三
五
六
頁

30 

『
淡
窓
全
集
』
上
一
―
二
頁

31 

『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
四
・
四
三
―
四
頁

32 

淡
窓
が
生
涯
に
渡
り
さ
ま
ざ
ま
な
病
の
不
安
を
抱
え
た
中
で
思
想
を
形
成
し

て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
橋
文
博
「
広
瀬
淡
窓
の
不
安
―
そ
の
自
己

と
調
節
的
な
る
も
の
」（
季
刊
『
日
本
思
想
史
』
第
十
九
号
、
一
九
八
三
）

な
ど
に
見
え
る
。

33 

「
古
人
以
琴
瑟
解
憂
。
我
則
以
吟
詩
談
話
解
憂
。」（『
六
橋
記
聞
』
巻
四
・
四

〇
頁
）

34 
『
夜
雨
寮
筆
記
』巻
四
・
五
〇
―
一
頁
及
び
『
淡
窓
詩
話
』上
三
七
五
―
六
頁
。

「
」
は
筆
者
が
付
し
た
。

35 

「
君
無
故
、玉
不
去
身
。
大
夫
無
故
、不
徹
縣
。
士
無
故
、不
徹
琴
瑟
。」（『
礼

記
』
曲
礼
下
）。
ま
た
、『
礼
記
』
玉
藻
に
「
君
子
無
故
、
玉
不
去
身
。」
と

あ
り
、
こ
れ
に
関
連
し
て
鄭
玄
は
「
比
徳
焉
。
君
子
士
已
上
。」
と
注
す
。

頁
及
び
六
八
二
頁
な
ど
。
松
下
も
太
田
説
に
言
及
し
て
い
る
。

18 
汾
陽
孔
文
谷
﹇
天
胤
、
文
谷
は
号
﹈
云
、「
詩
以
達
性
。
然
須
清
遠
為
尚
」。

薛
西
原
﹇
蕙
、
字
は
君
采
﹈
論
詩
、
独
取
謝
康
楽
・
王
摩
詰
・
孟
浩
然
・
韋

応
物
。
言
「〈
白
雲
抱
幽
石
、
緑
篠
媚
清
漣
〉
清
也
。〈
表
霊
物
莫
賞
、
蘊
真

誰
為
伝
〉
遠
也
。
何
必
絲
与
竹
、
山
水
有
清
音
。
景
昃
鳴
禽
集
、
水
木
湛
清

華
。
清
遠
兼
之
也
。
総
其
妙
在
神
韻
矣
」。
神
韻
二
字
、
予
向
論
詩
、
首
為

学
人
拈
出
。
不
知
先
見
於
此
。

19 

南
肥
沢
村
九
門
来
問
詩
訣
。
大
人
以
詩
答
之
曰
。「
彫
繢
争
裁
繊
巧
詞　

東

方
詩
教
久
陵
遅　

君
唯
勿
失
真
情
性　

両
宋
三
唐
任
所
之
」（『
六
橋
記
聞
』

巻
七
・
七
八
頁
）こ
の
一
節
は
『
淡
窓
詩
話
』未
掲
載
。
青
邨
が
採
ら
な
か
っ

た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
文
章
で
は
な
く
七
絶
と
い
う
詩
で
答
え
た
と

こ
ろ
が
言
葉
足
ら
ず
と
い
う
判
断
か
、
あ
る
い
は
、「
詩
は
両
宋
三
唐
」
と

時
代
を
限
っ
た
点
が
後
年
の
詩
論
と
の
齟
齬
が
あ
る
と
い
う
判
断
か
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
更
に
検
証
を
要
す
る
。

20 

澤
村
西
阪
（
一
八
〇
〇
―
一
八
五
九
）・
熊
本
藩
儒
を
指
す
か
。

21 

『
懐
旧
楼
筆
記
』
巻
八
・
九
九
―
一
〇
〇
頁

22 

『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
四
・
五
一
―
二
頁
。『
淡
窓
詩
話
』
上
三
七
六
―
八
頁
に

も
一
部
を
引
く
。「
」
は
筆
者
が
付
し
た
。

23 

『
淡
窓
詩
話
』
下
三
八
八
頁

24 

引
用
Ａ
と
Ｂ
は
そ
れ
ぞ
れ
上
巻
と
下
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
引
用
Ｂ
は

『
淡
窓
詩
話
』
に
し
か
み
ら
れ
ず
、
淡
窓
い
つ
の
発
話
か
未
詳
。
た
だ
し
、

引
用
Ｂ
「
前
述
セ
シ
ガ
如
シ
」
の
「
前
述
」
は
、
中
村
校
注
の
と
お
り
引
用

Ａ
を
指
す
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
内
容
か
ら
推
し
て
も
引
用
Ｂ
は
Ａ

よ
り
後
の
資
料
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
青
邨
が
『
淡
窓
詩
話
』
を
ま
と
め

る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
要
す
る
点
が
多
々
あ
る
。

25 

『
夜
雨
寮
筆
記
』巻
四
・
五
〇
―
一
頁
及
び
『
淡
窓
詩
話
』上
三
七
五
―
六
頁
。

ま
た
、『
夜
雨
寮
筆
記
』
巻
四
・
四
三
―
四
頁
及
び
『
淡
窓
詩
話
』
上
三
六
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四
〇

36 
ち
な
み
に
『
太
平
御
覧
』
琴
上
に
も
『
礼
記
』
曲
礼
下
の
一
文
を
引
く
が
、

そ
こ
に
「
不
去
」
と
あ
る
。
ま
た
、後
に
引
用
す
る
周
南
『
為
学
初
問
』
は
、

淡
窓
同
様
「
不
離
」
と
す
る
。

37 

『
淡
窓
詩
話
』
三
七
五
頁
校
注
三
一
。

38 

太
宰
春
台
『
六
経
略
説
』（『
日
本
倫
理
資
料
彙
編
』
巻
六
、
一
九
〇
二
年
）

39 

『
亀
山
集
』
巻
十
一
「
語
録
」
二
「
問
『
操
則
存
如
何
』
曰
『
古
之
学
者
、

視
聴
言
動
無
非
礼
。
所
以
操
心
也
。
至
於
無
故
不
徹
琴
瑟
、
行
則
聞
佩
玉
、

登
車
則
和
鸞
。
蓋
皆
欲
収
其
放
心
、
不
使
惰
慢
邪
僻
之
気
得
而
入
焉
。
…
』」

40 

『
孟
子
』
告
子
上
「
学
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
。」

41 

山
県
周
南
『
為
学
初
問
』（『
日
本
倫
理
資
料
彙
編
』
巻
六
、
一
九
〇
二
年
）

42 

前
掲
注
7
、
八
頁
。
な
お
、
引
用
に
際
し
（　

）
内
の
注
は
筆
者
が
付
し
た
。
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